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注)途 中式も採点の対象となるので,ある程度計算
の過程が追えるように書くこと。

ただし,単振動の解や摩擦による減衰を表す解など,知
つているものは導出を示さず

に用いてよい.50点 満点.
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[3]単振動する質点が,速度に比例する抵抗に
よつて減衰振動する様子を調べる。運

動方程式は,

π:メ;:=一たZ――b爾F                        (1)
である.質点がι=0で″=・oに静止見ていたとし,・(1)を求めよ.(10点)

141連度に比例する抵抗を受|すながら,変流電場によつて電子が加速され
ている状況

を考える。電子の運動を速度ひで表せば,

等
弓等
=∫Sinωt一b                 (2)

となるだろう。

(1)特解をυ∫=aμ
ιまた嗜υ∫=ス ∞S ωt+3 sinωtとおいて求めよ。(これらを代

入し,方程式を満たすように■,3や θを決める。)(10点)

(2)t=0で 電子は静止していたとして,速度についての解υを求めよ。(10点)


